
中学校 国語科 学習指導案 

指導者 増田 知子 

日  時 令和 6年 11月 29日(金) 第 1限 9:30～10:20 

場  所 第 4研修室 

学年・組 中学校 2年Ｃ組 41人 

単  元 漢詩の世界を探究する (｢漢詩の世界｣三省堂『現代の国語２』) 

 

目  標 1．作品の特徴を生かして朗読するなどして、古典の世界に親しむこと。(知識及び技
能) 

2．文章を読んで理解したことや考えたことを知識や経験と結び付け、自分の考えを
広げたり深めたりすること。(思考力、判断力、表現力等) 

3．言葉がもつ価値を認識するとともに、読書を生活に役立て、我が国の言語文化を
大切にして、思いや考えを伝え合おうとする態度を養うこと。(学びに向かう力、
人間性等)  

 

指導計画（全 6時間） 

  

第一次 漢詩の形式を学ぶ。「春暁」について漢詩の形式を確認した後、作者の状況と作者の心
情を表現を踏まえて考える。1時間 （資料１） 

第二次  「黄鶴楼にて孟浩然の広陵に之くを送る」について、作者の状況と作者の心情につい
て表現を踏まえて考える。1 時間 （資料２） 

第三次 「絶句」について、作者の状況と作者の心情について表現を踏まえて考える。1 時間
（資料３）   

第四次 二つの漢詩を現代語の詩に作り替える。1時間 （資料４）  

第五次 班で交流して代表作品を一つ選ぶ。（資料５）選んだ代表作品を班で協力してパワー
ポイントにより発表資料を作る。1時間                                       

第六次 資料を使って、現代語の詩に作り替えるのにこだわったポイントを含めて班ごとに発
表し、互いに評価する。（資料６）1時間（本時 1/1】 

 

授業について 

 

今年度の研究大会の副題は「探究を中心とした学び続ける主体の育成」である。 

最近は調べたいことがすぐに調べられるツールを学習者は手元に持っていて、情報を手に入れ
られる環境は整えられている。しかし情報を簡単に入手できるために、それですべてわかったつ
もりになり、探究を中心とした学びというものは、なかなか体験できなくなっているように感じ
る。 

かつて「問いを立てる」という国語科で探究してきたテーマを中学二年生の漢詩の学習でも行
ってみようと考えて授業を行ったことがある。問いを立てようとすると、漢詩の中に使われてい
る漢字・語句に着目して詩に描かれた世界を探っていくことが必要となり、漢字や語句を漢和辞
典で調べて最も適切な意味を選ぶという過程の中で探究が深まると考えていた。しかし実際は、
詩に使われている漢字・語句に目を向ける必要なく、学習者が一人一台持っているパソコンで検
索をするとすぐに口語訳が出てくる。するとだいたいこういう内容の詩だということがすぐにわ
かり、問いを立てるという課題を出されると、その詩の背景とか作者に関することにならざるを
えない。実際出てきた問いは詩そのものに関するものは少なかった。 

そこで、今年度の研究授業では、孟浩然｢春暁｣、李白「黄鶴楼にて孟浩然の広陵に之くを送る」、
杜甫「絶句」の三首について、まず一斉授業で漢字や語句に注目させて、作者を取り巻く状況と作
者の心情を読み取らせる。その後、現代語の詩に作り替える活動を行うことで、詩そのものに向き
合わせたいと考えた。自分が普段使っている言葉に置き替えるという活動は、そこに描かれた世
界がわかっていなければなかなかできないと思う。まず個人でこの活動を行い、班で共有したも
のを発表し、さらにクラス全体で共有することで、探究を中心とした学び続ける態度を身につけ
させたい。 



 

題  目 訳詩の交流 

 

本時の目標 

 1 文章を読んで理解したことや考えたことを知識や経験と結びつけ、自分の考えを広げたり
深めたりすること。               (思考力、判断力、表現力等) 

2 資料や機器を用いるなどして、自分の考えが分かりやすく伝わるように表現を工夫するこ
と。                        (思考力、判断力、表現力等)  

 

本時の評価規準（観点／方法） 

 1 文章を読んで理解したことや考えたことを知識や経験と結びつけ、自分の考えを広げたり
深めたりしている。                 (思考・判断・表現／発表内容) 

2 資料や機器を用いるなどして、自分の考えが分かりやすく伝わるように表現を工夫してい
る。                         (思考・判断・表現／発表内容)  

 

本時の学習指導過程 

学習内容 指導上の留意点 評価の観点と方法 

（導入） 

・本時の学習活動を確認

する。 

（展開） 

１ 「黄鶴楼送孟浩然之
広陵」の訳詩の発表 

 

 

 

 

 

 

 

２ 「絶句」の訳詩の発表 

 

 

 

 

 

 

 

               

 

（まとめ） 

・次時、評価を班で共有す
ることを確認する。 

 

 

・各班の発表を聞き、質問、評価
することを伝える。 

 

 

・担当の１・２・３班に発表させ
る。 

４・５・６班に質問させる。 

  発表を聞き終わったら詩の本
質にどれほど迫れているか、そ
れを表現することができてい
るかという点から評価させる。 

  

 

・担当の４・５・６班に発表させ
る。 

 １・２・３班に質問させる。 

  発表を聞き終わったら評価さ
せる。 

 

 

   

 

 

 

 

 

資料や機器を用いるなどして、自
分たちの考えが分かりやすく伝わ
るように表現を工夫している。【思
考・判断・表現／発表内容】 

 

 

文章を読んで理解したことや考え
たことを知識や経験と結びつけて
自分たちの考えを広げたり深めた
りしている。【思考・判断・表現／
発表内容】 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



実践上の留意点 

１．授業説明 

 漢詩の学習に入る前に、まず、学習者が持っている資料集に載っている詩の中から好きな詩を選び、

その理由を書かせて共有するという学習を行った。中２では詩の学習をしていなかったので、漢詩を

現代語の詩に作り替える前に、詩とはどういうものだったか思い出させる方が良いと考えたからであ

る。選んだ詩の理由として、｢比喩表現を使うことで短くてもその情景が思い浮かべやすいから｣(ジャ

ン・コクトー｢耳｣)、｢すべてひらがなで書かれているので親しみを感じやすい｣(まど・みちお｢ぼくが 

ここに｣)、｢月・ボタン→白、夜の空・海→青のコントラストがすごくきれい」(中原中也｢月夜の浜辺｣)

等があがっており、詩の修辞法の効果について理解していることを確認した。次に、漢詩三首を読ん

でいくのに、口語訳を見て理解した気になるのを避けるため、プリントに必要な語句の意味だけ示し

て漢和辞典以外の資料集等は見ないように指示し、作者はどこで何をしているか。その時の心情は。

その心情をどのように表現しているか。を授業で押さえていった。詩の形式・押韻・対句など漢詩の

きまりを学習しながら、絶句の前半に作者の状況、後半に作者の心情が詠まれていることが多いこと

なども確認した。｢春暁｣では作者が寝床の中から外の様子を音から想像していること、｢黄鶴楼にて孟

浩然の広陵に之くを送る｣では旅立つ友人を見送る作者の寂しい気持ちが読み取れる表現は何か、｢絶

句｣では後半にあらわされた作者の故郷へ帰りたい思いと前半の情景描写はどうつながるか、をポイ

ントに学習した。それから｢春暁｣については訳詩を示した上で、「黄鶴楼にて孟浩然の広陵に之くを送

る」・｢絶句｣の訳詩を作る活動に入り、訳詩とともに訳詩を作る上で工夫した点を表記させた。この活

動ではインターネット等で調べてもいいが参考にした情報は参考文献として表記するように指示した。

グループでの活動はパワーポイント作成係、発表係、質問係に分担して行った。 

 本時では、漢詩の押韻が印象的だったのか、ラップへの拘りを表すグループもあり、楽しい発表と

なった。各グループそれぞれ、韻を踏むだけでなく、一句を七音＋五音で揃えたとか、語尾の表現で

一人称の視点を確立したとか、一句の最後を名詞で揃えたとか、前半の自然の様子を対比させたとか、

表現上の様々な工夫が見られた。ただ、詩の背景を踏まえて作者の心情をこういう形で表現したとい

う、内容に関わる記述が工夫した点にあまり見られなかったのは、詩自体に向き合わせたいというこ

とで最初インターネット等で調べさせないという形が最後まで影響したように思う。訳詩にぴったり

とくる言葉を探し出し、それを共有するという楽しさはあったと思うが深まりに欠けた授業になって

しまった。 

 

2．研究協議 

 研究協議では、｢訳詩という活動を生徒たちがどのように捉えているのか。言葉を置き換えるのか、

解釈を加えていくのか｣という質問をいただいた。口語訳にならないように、自分の解釈を現代詩とし

ての工夫を入れながら表現させたいという思いで進めていったつもりだが、言葉を置き換えるところ

で終わってしまった。解釈を加えるには、詩の背景についてもしっかり調べ、作者の置かれた状況を

踏まえた上で訳詩しないといけないのにそこまでいかず、表面的な訳詩になってしまった。 

 指導助言の先生には｢評価シートに表現の工夫などを具体的に示しておくと分かりやすかったので

はないか｣と、助言をいただいた。評価シートの文言を｢訳詩の表現｣と括るのではなく、例えば「詩の

前半と後半が上手く繋がっている」等の具体的なポイントを訳詩の作成に入る前に示しておく必要が

あった。また、｢漢詩と現代詩の違いということがある。漢字の意味が重要になってくる｣というコメ

ントをいただいた。考えてみると、漢詩の中で漢字一字で表現されている世界は大きく、それを現代

語で表すのは漢詩を初めて学習する中学二年生にとっては至難の業である。言葉を置き換えるという

活動でまず漢詩に興味を持たせ、高校でまた漢詩を学習する機会に、作者の置かれた背景等も踏まえ

た解釈を加えて訳詩を作るという学習をさせるのが適切かもしれない。 


